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公益財団法人 東京コミュニティー財団 

  



1. 当期の概要 

   

当期も、引き続きコミュニティー財団としての事業拡大を目指して、新たな基金の設立に向

け、寄附候補者等との面談を通じ、当財団の設立目的、事業概要の説明等、民間の自主的な社会

貢献活動における「コミュニティー財団形式」の理解と啓蒙に努めました。 

当期におきましても、コミュニティー財団として行うべき社会的な役割について各種の検討を

行い、外部の専門家や専門機関との協議を進め、現在の社会的なニーズや要請に適うとともに、

当財団の基盤を拡充するための新たな基金の設立に向けた活動を積極的に行いました。 

また、新型コロナウイルス感染症の影響は依然として収束にはいたらず、発生当初のマスク・

消毒薬・医療器具等の不足といった問題から、徐々に様々な分野へと社会課題が広がることとな

り、そうした社会的課題に対して迅速に対応することの重要性が増すこととなりました。 

 

そうした状況の下、前期（2020 年 11 月期）に設立いたしました「新型コロナウイルス感染

症：拡大防止活動基金」につきましては、2020 年 12 月末まで寄附募集を行い、2021 年１月に

最終の第５期（２回目）の助成を行いました。また、同感染症による影響が長期化する中、特に

経済的困窮に陥った方々や、メンタルヘルスケアを必要とする方々に対しての支援を行う非営利

事業への助成を目的として、新たにテーマ別基金「新型コロナウイルス感染症：いのちとこころ

を守るＳＯＳ基金（以下、「ＳＯＳ基金」という）」を設立いたしました。ＳＯＳ基金につきまし

ても、広く寄付募集及び助成事業の募集を行うことが必要であり、外部の協力を得ることが不可

欠であるとの認識から、前回の基金と同様にクラウドファンディングの最大手である株式会社

READYFOR と協力して行うことといたしました。同社にインターネット上での寄付募集、助成

事業の募集及び助成候補事業の一次選定について業務委託し、現在の当財団では課題としており

ます社会への情報発信力の不足や業務執行のための人的資源を補うことができました。結果、延

べ 2400 名を超える個人・法人の皆さまから約 8180 万円のご寄付をいただいております。ま

た、助成申請の件数につきましても 214 件の応募をいただき、当財団の審査を経て 34 件の非営

利事業に対して約 7922 万円の助成を実施いたしました。 

 

また、新たな冠基金設立に向けての活動といたしましては、寄附候補者との接点を増やすべく

金融機関や税理士事務所、会計事務所との協議を引き続き推進いたしました。その結果、前期に

業務提携を締結した金融機関からの紹介により、寄附候補者とテレビ会議システムなどを含めて

の面談を重ねた結果、日本を含む世界で貧困に苦しむ子供達を支援するための事業を助成の対象

とする「あおぞら基金」を 2021 年６月に設立することとなり、2021 年 11 月に５事業に対して

助成を実施しております。さらに、同じく同社からご紹介をいただいた寄附候補者の方からは、

2021 年 11 月に基金設立の申込みをいただいており、2022 年 11 月期中に基金の設立及び公募を

行い、助成先の決定を行うことを予定しております。 

既設基金である「ファンドクリエーション基金」につきましても、引き続き寄附をいただき、



助成を実施しております。 

その他にも、事業指定助成プログラムとして、前期に設立した「ピーステック・プロジェクト

基金」に対し、2021 年 1 月に約 43 万円の助成を行ったほか、日本の未来を担いリーダーとなる

子供たちの育成を目的とした事業「エデュケーションビヨンド基金」の設立を 2020 年 12 月に

行いました。 

 

その他、将来の財団の事業規模拡大に備えて、財団の運営体制の整備・拡充を行いました。引

き続き財団の各種規程を精査するとともに、業務監査の実施と四半期毎の理事会での監査結果報

告を行い、当財団が法令・規程等に基づき適正に運営される体制構築に向けての施策について

も、継続して行っております。また、寄附者管理システムについても、今後の寄附者の増加に向

けてシステム導入を行っったほか、クレジットカード決済への対応に向けた準備も行っておりま

す。当財団ホームページについても、多くの個人・法人の寄附者・非営利組織・各種団体にアク

セスいただけるよう全面改装を行い 2021 年 10 月末よりサイト・オープンいたしております。 

 

以上、当期の活動の結果、既設の３基金と新設の２基金において助成を実施しいたしておりま

す。さらに、来期以降については、新設の基金の設立に向けた取り組みを推進してまいりますと

ともに、当財団に対する社会的ニーズや社会的要請に対して応えるべく、今後も各種の取り組み

について検討を進めていく方針であります。 

 

2. 資金の獲得 

（1）寄付金 以下のご寄附をいただきました。 

・ファンドクリエーション基金：法人より 55 万円 

・あおぞら基金：個人より 100 万円 

・新型コロナウイルス感染症 拡大防止活動基金：個人及び法人より 1,795 万円 

・新型コロナウイルス感染症 いのちとこころを守るＳＯＳ基金 

：個人及び法人より 8,179 万円 

・ピーステック・プロジェクト基金：個人及び法人より 59 万円 

（2）その他 補助金等、その他寄付以外による資金獲得はありませんでした。 

 

3. 助成事業 

（1）ファンドクリエーション基金より、10 件の非営利事業に対して計 50 万円の助成を行いま

した。 

（2）あおぞら基金より、６件の非営利事業に対して計 90 万円の助成を行いました。 

（3）新型コロナウイルス感染症 拡大防止活動基金より、20 件の非営利事業に対して計 4,252

万円の助成を行いました。 

（4）新型コロナウイルス感染症 いのちとこころを守るＳＯＳ基金より、34 件の非営利事業に



対して計 77,769 万円の助成を行いました。 

（5）ピーステック・プロジェクト基金より、１件の非営利事業に対して計 43 万円の助成を行い

ました。 

 

4. 広報活動 

財団ホームページの改修は、より多くの寄附者・非営利組織・各種団体等にアクセスいた

だけることを目的として前回は 2019 年９月行いましたが、短期間かつ低費用で改修を行う

こととしたため、掲載コンテンツについては従前から大きな変更はありませんでした。 

そのため、当期は 2021 年 6 月より全面刷新に向けた改修準備を開始し、各種の検討を行

いながら 2021 年 10 月末にサイト・オープンいたしております。財団ホームページの改修

にあたりましては、単に掲載コンテンツの充実を図ることだけではなく、当財団の事業報

告・財務諸表・主要規程などのページも設け、情報開示の強化も行っております。 

今後も、当財団からの情報発信と情報開示を強化する体制を整えてまいります。 

 

5. その他 

   2021 年 10 月１日付けで、税額控除に係る証明書を受領いたしました。これにより、個人

の寄付者の方々には、確定申告時に所得控除と税額控除から選択して、ご申請いただけるこ

ととなりました。 

 

6. 管理関係 

＜評議員選定委員会＞ 

開催日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

2021年２月 26日 － 

決 議 事 項 

１．評議員３名選任の件 

 

＜評議員会＞ 

開催日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

2021年２月 24日 〔報告事項〕 

１．監査報告の件 

２．第 12期（自 2019年 12月１日 至 2020年 11月 30日）事業報告の内容 

報告の件 

決 議 事 項 

１．第 12期（自 2019年 12月１日 至 220年 11月 30日）貸借対照表、 

正味財産増減計算書、財産目録、並びにこれらの附属明細書等の承認の件 

２. 理事２名選任の件 

３．監事１名選任の件 

 



 

＜理事会＞ 

開催日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

2020年 12月 23日 〔報告事項〕 

１．第 12期第４四半期 業務執行状況報告 

２．第 12期第４四半期 業務監査について 

決 議 事 項 

１．新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金の第５－２期の助成先 

決定に関する件 

２．新基金（新型コロナウイルス感染症に関する第２弾基金）設立に関する件 

３．一般社団法人 日本民間公益活動連携機構「新型コロナウイルス対応緊  

急支援助成」への助成申請に関する件 

４．事業指定助成プログラムの対象事業の決定及び新基金「エデュケーション 

ビヨンド基金」の設立に関する件 

５．「里山再生支援基金」「世界災害支援基金」「カンボジア児童買春防止支援基金」 

の廃止及び各基金の銀行口座の取り扱いに関する件 

2021年２月９日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔報告事項〕 

１．監査報告の件 

２．第 12期（自 2019年 12月１日 至 2020年 11月 30日）事業報告の内容 

報告の件 

決 議 事 項 

１．第 12期（自 2019年 12月１日 至 2020年 11月 30日）貸借対照表、 

正味財産増減計算書、財産目録、並びにこれらの附属明細書等の承認の件 

２．評議員選定委員会の招集の件 

３．評議員選定委員会に対しての評議員候補者３名推薦の件 

４．定時評議員会の招集の件 

2021年２月 24日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔協議事項〕 

１．新型コロナウイルス感染症 拡大防止活動基金 第３期助成先についての件 

決 議 事 項 

１．代表理事選定の件 

2021年４月１日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔報告事項〕 

１．第 13期第１四半期 業務執行状況報告 

２．第 1３期第１四半期 業務監査について 

３．新型コロナウイルス感染症 拡大防止活動基金 第３期助成先についての件 



〔協議事項〕 

１．新型コロナウイルス感染症 拡大防止活動基金 第４－１期助成先について 

返金申出の件 

２．永続型基金からの運営管理費の徴収方法についての件 

決 議 事 項 

１．新型コロナウイルス感染症：いのちとこころを守るＳＯＳ基金の助成先 

決定に関する件 

２．協議事項１の返金された助成金の取り扱いについての件 

2021年６月 11日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔協議事項〕 

１．新型コロナウイルス感染症 拡大防止活動基金 第５－２期助成先について 

の件 

決 議 事 項 

１．新基金（あおぞら基金）の設立についての件 

２．新型コロナウイルス感染症 拡大防止活動基金 第５－２期助成先について 

返金請求の件 

３．決議事項２の返金された助成金の取り扱いについての件 

2021年９月 29日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔報告事項〕 

１．第 13期第２四半期 業務執行状況報告 

２．第 13期第２四半期 業務監査について 

〔協議事項〕 

１．新型コロナウイルス感染症 拡大防止活動基金 第３期助成先についての件 

決 議 事 項 

１．協議事項１の返金された助成金の取り扱いについての件 

2021年 11月 27日 報 告 事 項 ・ 協 議 事 項 

〔報告事項〕 

１．第 13期第３四半期 業務執行状況報告 

２．第 13期第３四半期 業務監査について 

決 議 事 項 

１．第 14 期事業計画承認の件 

２．ファンドクリエーション基金の助成先決定の件 

３．あおぞら基金の助成先決定の件 

４．エデュケーション ビヨンド基金の期間延長の件 

 

 



＜助成委員会＞ 

2020年 12月 22日 決 議 事 項 

１．新型コロナウイルス感染症：拡大防止活動基金の第５－２期の助成先 

決定に関する件 

2021年４月１日 決 議 事 項 

１．新型コロナウイルス感染症：いのちとこころを守るＳＯＳ基金の助成先 

決定に関する件 

2021年 11月 24日 決 議 事 項 

１．ファンドクリエーション基金の助成先決定の件 

２．あおぞら基金の助成先決定の件 

 


